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2020年が何とかバックミラーに映るようになった今（ありがた
いことに！）、2021年の監査委員会の議題は過去数年の議
題とは異なるものになりつつあります。全社レベル、プロセス、
テクノロジーに関する課題、財務報告に関する課題に加え、
ダイバーシティ（多様性）や社会的公正に関する問題がか
つてないほど検討されています。本稿では2021年の議題

の解説に加え、監査委員会が自らのパフォーマンスを自己
評価する際に考慮すべき質問事項にも触れています。議
題の項目を特定するにあたっては、我々のクライアントの監
査委員会の方 と々のやりとりにて得た情報や、オンラインで
の各種討論会にて現役取締役の方々から示された洞察を
ふまえました。

	 2021年の監査委員会の考慮事項

全社レベル・プロセス・テクノロジーのリスクに関する課題 財務報告に関する課題

01 ビジネスの状況や背景を的確にとらえるために、リスクの大
きな変化を考慮する 05 パンデミックと景気後退の期間における業務の調整から生

ずる会計と報告への影響に対処する

02 CFOとともに、財務機能レジリエンス力（回復力）を確認する 06 財務報告上の主張（アサーション）に対するCOVID-19関連
の影響を評価する

03
CFOには、サイバーセキュリティや、プライバシー、その他の
重要な優先事項への取り組みの戦略的パートナーになるよ
う働きかける

07 内部統制環境に対するパンデミックの短期・長期の影響を
評価する

04
内部監査部門が経営との関連性を維持できるように、CAE
（Chief Audit Executive「最高監査責任者」、「内部監査部門長」）とと
もに内部監査部門向けの的確な要請を策定する

08 会計監査人が提起する「監査上の重要な事項」の内容を考
慮する

注：監査委員会は、その構成と焦点を自己評価する必要があります。

2021年の監査委員会の議題

Volume 7, Issue 9

訳者注：当資料は、米国プロティビティが発行した資料の和訳です。原文におけるCFO（最高財務責任者）の役割は日本企業における財務経理担当役
員の域を超え、経営戦略や経営企画機能の一端を担うケースが多く、CAE（最高監査責任者、内部監査部門長）は役員レベルを想定しています。また、
文中の規制や会計基準は、米国の制度を対象としています。
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	 全社レベル・プロセス・テクノロジーのリスクに関する課題

我々は、以下の４項目を、全社レベルや、プロセス、テクノロジーに関する議題として提案します。
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ビジネスの状況や背景を的確にとらえるために、リスクの大きな変化を考慮する
監査委員会は、種々のリスクの性質と深刻度合いの変化が意味するところを、自らのさまざまな責任を果たす上で考
慮していますか。

COVID-19（新型コロナウイルス感染症）の大流行は、警鐘
ではないにしても、私たち全員が実は脆弱な世界で働き、生
活していることを思い出させてくれました。それがもたらす
現在と将来への影響は、業界によって、また、回復の見通し
とその様相によって異なります。エンターテインメントや、観
光、外食、ホテル、ゲーム等、人々の参集に依存する業界の
企業は、パンデミック前の平常の状態に回復するまでに数
年はかかる可能性があります。中には、ビジネスの規模を
大幅に縮小するか、ビジネスモデルを再考してコア・コンピ
タンス（会社の強み）を別の方法で活かして新しい収益源
を生み出さない限り、まったく回復しないと懸念される企業も
あります。

顧客と消費者の行動や嗜好の変化、勤務場所の進化、サプ
ライチェーンの再検討、そして経済的な逆風の強まりが、ほ
とんどすべての業界の根底にある基盤を変えつつあります。
加えて地政学的緊張の高まりや、デジタル経済の一層の複
雑化、「生まれながらのデジタル企業」の市場への参入、優
秀な人材の獲得と確保の困難さの増大、絶えず変化するサ
イバーセキュリティとプライバシーの脅威、最近の選挙結果
を受けた米国の政権交代が及ぼす影響等は、今後の世の
中の大きな市場機会と新たなリスクのミックスに、より一層の
不確実性を加えています。

さらに社会的平等や公正性の重要性を注意喚起する一連
の状況を抜きにしては、リスクプロファイルの変化はもはや
議論できません。その状況とは、多くの場合、格差を是正す
るためにもっと努力するとの支持を企業が公言したことで
す。この状況は、ダイバーシティや、公平性、インクルージョン

（受容）を含む社会的責任へのCEOのコミットメントに対す
る取締役会の監督視点と、それと一貫して、監査委員会に、
自らの委員構成の多様性や、会社の経営陣と職員の取り
扱い、会社のパートナーや利害関係者との関わり方を評価
する役割をもたらします。

市場の混乱により、経営陣が組織のコアバリュー（基本的価
値観）と文化を維持するのは難しくなっています。この混乱
は、内部統制環境に波及する可能性があります。監査委
員会は、自らの責任を果たす上で、新たなビジネスリスクの
出現や、会社全体にとり重要なリスクの性質と大きさの変化
を把握する必要があります。会社自身のリスク評価や他の
情報源からの評価をふまえることにより、監査委員会は、経
営陣の表明・主張や、新たに報告される「監査上の重要な
事項	(CAM：Critical	Audit	Matters)」（日本では、「監査
上の主要な検討事項」（KAM））、外部監査人が提起した監
査範囲の変更、内部監査部門が報告する内部統制上の懸
念事項や誤謬、不正、その他の発見事項等の意味するとこ
ろを的確に捉え理解することが可能となります。

経営者のリスクの見方が業界全体の他社の見方とどのよう
に一致し、異なるかを理解することは、公開企業提出書類に
おける会社のリスク要因開示の妥当性を監査委員会が評
価するうえで役に立ちます。会社のリスクを理解することは、
リスク（例えば、サイバーセキュリティや、プライバシーと個人
情報上の事故、訴訟の進展、市場の変化、評価や減損の問
題、その他の主要なリスク）を財務諸表上の会計処理や開
示の観点から検討する上でも役立ちます。
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CFOとともに、財務機能のレジリエンス力（回復力）を確認する
ロックダウン（都市封鎖）が始まって以降の期間、担当者達が在宅勤務で従事した財務報告プロセスはどの程度効果
的かつ効率的でしたか。私たちは何を学びましたか。財務機能は、今後に向けレジリエンス力を向上させていますか。

COVID-19が再流行する脅威が続く中、国や地方自治体
が公的な各種制限を緩め、企業や学校が再開するにつれ
て、ロックダウンが再び実施されるリスクはなお残ります。感
染症の専門家達のさまざまな意見ならびに、ワクチンのタイミ
ングと有効性や、適切な検査方針、無症状感染者、その他
の要因に関する懸念が不確実性を一層高めています。医
療の専門家から可能な限り多くの助言を受けて可能な範囲
で再開にこぎつけようと誠実な努力をしている雇用主に対し
て、訴訟を起こす動きがさらなる懸念を引き起こしています。

このような背景と業務再開計画の下、財務部門は資本配分
に関する企業戦略の議論を検証し、信頼できる報告を提供
する必要があります。この困難な時期に監査委員会が今
後に向け考慮すべき財務機能の回復力に関する質問は以
下のとおりです。

• 従業員がリモートで勤務した場合、財務報告プロセスは
どの程度効果的かつ効率的でしたか。私たちは人々や
プロセスについて何を学びましたか。	

• 従業員はどのようなスキルを開発し、どのプロセスを再
設計し、何が機能し、何が機能しなかったでしょうか。財
務報告プロセスに欠かすことができない担当者のバック
アップはいますか。情報や報告の流れに支障はありま
せんでしたか。

• 従業員は必要なテクノロジーやツールをすべて手に入
れましたか。新しいツールやテクノロジーを採用し、テ
レワークに急遽移行するための取り組みは、許容でき
る生産性とリターンを実現しましたか。それらの努力
は情報セキュリティの問題を引き起こしませんでしたか。
COVID-19がデジタルトランスフォーメーションを加速さ
せたことに鑑み、2021年以降、財務部門は一連の改善を
どのように維持するのでしょうか。

• パンデミック関連のリスクに対処する上で2020年に発生
した混乱により、例えばサプライチェーンのレジリエンス
力の向上など、2021年に優先的に対処すべき事項はあ
りますか。

堅牢な職場空間をリモートで実現する高度なデジタル運用
機能を備えた財務機能組織は、次のパンデミックや同規模
の破壊的な混乱の中でも、業務と統制環境をきっと維持で
きることでしょう。監査委員会は、CFOが率いる組織による
職務環境のレジリエンス力の評価と、将来混乱が発生した
場合に備えレジリエンス力を改善するための投資効率を確
認し、変更の必要があればその内容を理解する必要があり
ます。
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CFOには、サイバーセキュリティや、プライバシー、その他の重要な優先事項への取り組みの戦略的なパートナー
になるよう働きかける
財務機能には、進化するサイバー脅威や、より高度なデータ分析、社内の関連部門の期待、財務計画と分析、規制上の
課題、内部統制等に力を注ぎ、組織内の戦略的なパートナーになるために必要なリソースが十分に提供されていますか。

1　 2020年グローバルファイナンストレンド調査、プロティビティ、2020年10月：www.protiviti.com/US-en/insights/finance-priorities-survey.

前の議題では、デジタルで業務運営するためのテクノロ
ジーへの投資を財務部門が支援することの重要性を強調
しました。プロティビティの最新のファイナンスに関するグ
ローバル調査は、CFOと財務部門のリーダー達が２０２１年
の優先事項と位置付ける課題や諸活動、資金調達につい
て多くの洞察を提供しています1。この調査結果をふまえ、監
査委員会が考慮すべき質問を次のとおり加えます。

• 財務部門は、専門知識を提供する戦略的パートナーとし
て、サイバーセキュリティプログラムの強化や取り組みに貢
献していますか。もしそうなら、どのようにでしょうか。パン
デミックにより加速した勤務場所の再設計と、人工知能
や、ロボットその他のテクノロジーが勤務場所に絶え間な
くもたらす変化により、サイバー脅威の状況は常に流動
的です。最高情報責任者CIOや最高情報セキュリティ
責任者CISOと協力して、分散した職場環境や、新たに
導入したコラボレーション・クラウドのツール、財務機能
組織内と会社全体のデータのプライバシーの安全性を
確保することは、CFOの最優先事項です。これは、過去
数年間の我々の調査結果と一致しています。財務部門
は、データセキュリティとプライバシーへの投資をベンチ
マークして配分する方法や、サイバーリスクを金額で定
量化し、ビジネス用語で表現する方法を監視し強化する
役割を担っています。

• 財務部門は、社内の関連部門とどのように連携して、より
動的な財務分析や洞察に対して一層高まる期待に対処
していますか。我々の調査によると、CFOが所管する組
織はビジネスについてより頻繁な分析と詳細な洞察を
生み出し、ますます進むリアルタイムの入力に基づき動
的な報告を提供する高度なテクノロジーを装備していま
す。また、社内の関連部門の期待も一層膨らんでいます。
COVID-19がもたらした混乱により、恐らくは信頼できる
過去データがなく計画の策定に困難が伴うために、関連
部門はより多くの洞察をより頻繁に求めるようになりました。

監査委員会は、財務機能への要
求事項の高まりを認識し、これら
の事項に対処してリソースを提
供する財務部門のリーダー達
の取り組みを支援する必要が
あります。これは、エグゼクティ
ブセッションでCFOと話し合
うのが良いかもしれません。

• CFOは、会社が現在と将来の混乱や機会に効果的に対
処できるようにするために必要な人材やスキルへの投資を
どのように評価していますか。人材ポートフォリオがフルタ
イムの従業員や、契約社員、臨時社員、外部コンサルタン
トの専門家、マネージドサービスプロバイダー（MSP）（訳
者注：ITシステムの運用・保守・監視を行うサービスを
提供する業者）、外部委託のパートナー達で構成され、ま
すます多様化するのを管理しながら、CFOは財務部門
の組織の在り方を評価する必要があります。財務部門
の約3分の1はパンデミックの際に人員削減を余儀なくさ
れる一方、多くのCFOは社内の関連部門のニーズの変
化や、データ分析の強化、クラウドベースの財務関連アプ
リケーションに対応するためのリソースを増やしています。

監査委員会は、組織でますます高まる財務機能への要求
事項を認識し、これらの事項に対処してリソースを提供する
財務部門のリーダー達の取り組みを支援する必要がありま
す。これは、（他の関係者を入れないで開催する）エグゼク
ティブセッションでCFOと話し合うのが良いかもしれません。

http://www.protiviti.com/US-en/insights/finance-priorities-survey
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内部監査部門が経営との関連性を維持できるように、CAEとともに内部監査部門向けの的確な要請を策定する
CAEは、リスク領域を適切に監査の対象とするとともに、新たに出現するリスクに対して俊敏に対応し、リスクカルチャー
や、リスク管理能力、内部統制環境に関して付加価値のある洞察を効率的に提供するなど成果を上げていますか。

プロティビティが最近、内部監査担当役員を対象としてウェ
ブ開催したセミナーでは、二者択一で回答した参加者の
89％が、変革やイノベーションを進める内部監査の計画に
ついて、CAE（最高監査責任者）は監査委員会と情報を共
有していると回答しています。また、COVID-19が襲来する
直前にプロティビティが内部監査の幹部に対して実施した
調査では、監査委員会が内部監査の変革とイノベーション
の活動に対する関心を高めていることが判明しました。また、
監査委員会は、より広範なリスク領域を監査の対象とするこ
とや、より深度のある内部監査を期待していることが判明し
ましたが、これらは次世代の内部監査の能力を持つことに
より対応できるでしょう。こうした要望は、内部監査の責任
者に対して、経営との関連性や、可視化によるアピール、取
締役会向けに相応しい簡潔なコミュニケーションをさらに向
上させることを求めています。

以下に、CAE（最高監査責任者）との面談に際して考慮す
べき有用な質問をまとめました。

• 監査委員会は、CAEが内部監査機能の変革プロセスを
主要議題として推進するよう期待し後押ししていますか。

• CAEは、内部監査のビジョンと戦略を質の高い情報とと
もに効果的に伝達していますか。内部監査のアプロー
チは、会社全体で生じている変化と整合するとともに、内
部監査部門は、新たに求められる機能への移行を促進
するのに十分な資質とスキルを備えていますか。	

• CAEは、動的なリスク評価やその他の次世代の監査手
法とテクノロジーに基づいて、戦略的リスクに関連する取
締役会向けの報告を作り上げ、視覚的にアピールする形
で提供していますか。

• 内部監査の方法論は、アジャイル手法を展開して、新た
に出現するリスクを適時に監査計画に組み込み、より速
く、より深く、より価値のある洞察を提供していますか。

• 内部監査部門は、ロボティック・プロセス・オートメーショ
ン（RPA）のボットを導入して、面倒で時間のかかるデー
タ収集やその他の高度に反復的な手作業を処理させて
いますか。オートメーションやデータサイエンスのテクノ
ロジーの進歩を活用しつつ、各取引のデータを監視して
プロセスや方針からの逸脱を特定したり、データ分析や
ほぼリアルタイムのリスク分析、ドリルダウン機能を有す
るダッシュボードを組み込んで、監査の選択や範囲設定、
検証作業に集中できるようにしていますか。	

• 監査委員会は、CAEが以上の課題に対処するために十
分な時間を与えていますか。

内部監査部門が問題の発見者にとどまらず、問題の解決
者になることによってその存在価値を高めるように促すチャ
ンスが監査委員会に巡ってきました。次世代の内部監査
機能を備えれば、効率化や、適応、より多くの監査、より深く
価値のある洞察への道が開かれて、内部監査部門は会社
全体のデジタルトランスフォーメーションと歩調を合わせて、
変化を受け入れ、継続的に自らを改善し、経営との関連性
を維持していけるはずです。こうした動きは道半ばであり、
監査委員会は理解をもって関与していく必要があります。

内部監査が問題の発見者にとど
まらず、問題の解決者になること
によってその存在価値を高める
ように促すチャンスが、監査委
員会に巡ってきました。
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	 財務報告に関する課題

財務報告に関する課題に対処することは、監査委員会の主要なミッションです。ここでは4つの項目を提案します。

05 
	
パンデミックと景気後退の期間における業務の調整から生ずる会計と報告への影響に対処する
非継続事業と事業の売却や、解雇給付、契約の変更に伴う影響を適切に報告していますか。政府の援助を受けた
場合、その会計処理を適切に行っていますか。

多くの企業は、パンデミックの壊滅的な影響に直面して事業
を調整することを余儀なくされました。事業を廃止したり資
産や事業を売却したりした場合には、会計や報告上の取り
扱いを慎重に検討する必要があります。報酬の調整、退職
金や解雇手当は、経営陣がそれらを実施すると決定した時
点で認識する必要があります。企業はまた、政府の援助を
受けた場合、その会計処理を適切に行う必要があります。

企業は契約の変更に伴う影響にも対処する必要がありま
す。たとえば、COVID-19による収益の減少や、操業費用
の増加、キャッシュフロー上の苦境に遭遇した企業は、追加
やつなぎの融資を受けたり、既存の債務契約を再編したり、
債務制限条項の免除を受けたりする場合があります。これ
らの変更は、債務条件の変更や、債務の償還、問題の生じ
た債務の再編に該当する可能性がありますが、会計上の
測定は3つすべてに異なる会計や報告に影響を及ぼしま
す。契約制限条項に違反した場合、債務は貸借対照表上、
長期から短期に分類し直す必要があります。

以上の点は、会社がパンデミックの期間中に業務を調整す
ると決定すれば、会計や報告に影響が及ぶことを示してい
ます。監査委員会は、経営陣や外部監査人とともに、それ
らの問題に対処する必要があります。

会社がパンデミックの期間中に
業務を調整すると決定すれば、 
会計や報告に影響が及びます。
監査委員会は、経営陣や外部
監査人とともに、それらの問題
に対処する必要があります。
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財務報告上の主張（アサーション）に対するCOVID-19関連の影響を評価する
資産の減損や、評価、正味実現可能価額、偶発損失、その他の会計や開示事項に関連する評価のプロセスに対する
パンデミックの影響を理解し、対処していますか。

財務報告プロセスにおいては、外部内部のリスク要因の変
化に影響されやすい各種の主観的な見積もりや評価に関
して、経営陣が重要な判断を下す場面が頻繁に発生しま
す。現在進行中の前例のない環境やそれが引き起こした
景気後退により、企業は減損や、評価、正味実現可能価額、
偶発損失、エクスポージャーに関する考察を詳しく見る必要
があります。以下に解説します。

• のれんの減損—	COVID-19や、今後の業界見通し、最
近の社会問題は、将来にわたり持続可能と合理的に見
なされ得る将来キャッシュフローの予測に対し、直接的・
間接的に重大な影響を及ぼしますか。もしそうなら、の
れんの減損テストが必要です。

• 長期性資産の減損—（一時的ではなく）持続すると見込
まれる市場価格の著しい下落や、特定の資産・資産グ
ループの使用価値や効用の不利な変化、ビジネス環境
の悪化が発生しましたか。もしそうなら、それは長期性資
産の減損テストの実施が必要となる兆候かもしれません。

• 棚卸資産：正味実現可能価額—	COVID-19に関連し
て収益が大幅に減少したり、サプライチェーンが混乱した
りしましたか。もしそうなら、経営陣は棚卸資産の帳簿価
額を修正する要否を評価する必要があります。生鮮食
品や、貯蔵期限・有効期限が短い製品、特定の季節性
在庫は、減損のリスクがあります。

• 在庫：大幅な過剰生産コスト—労働力や材料不足によ
る操業停止や深刻な操業低下が想定外に発生し、製造
量が標準的な水準を下回る事態が発生しましたか。もし

そうなら、設備能力が遊休し製品に配賦できない超過固
定製造間接費は、発生した期間に費用処理する必要が
あります。

• 債権、貸付金、および投資の減損—金融市場のボラティ
リティ（変動性）に鑑み、特にウイルスに関連する影響を
受ける企業が発行する債券や株式等を含め、投資価値
の減損を評価する必要がありますか。もしそうなら、評価
方法は金融商品の種類によりまちまちです。

• 公正価値の測定—経営陣は、必要な状況で公正価値を
決定する際に、市場の不確実性とボラティリティを検討し
ていますか。この検討は現在の環境と同様に複雑です
が、評価の評価に際して市場価格を無視することはでき
ません。

• 収益の認識—ウイルスの影響による収益の減少といっ
た明らかな影響に加えて、経営陣は、割引や、返金、値引
き、ボーナス給付、違約金など顧客契約に内在する変動
対価の契約締結時点と事後の継続的な評価を考慮しま
したか。

状況に応じて、監査委員会は、重要な会計上の見積りやそ
の財務諸表への影響について、経営陣や外部監査人に
質問する必要があります。企業は、貸借対照表日の後で
あっても、財務諸表の公表前に入手可能な情報は考慮に
入れる必要があるために、上記の問題は一層複雑になりま
す。もし重要な後発事象が発生した場合、企業はその内容
と、財務諸表への影響の見積りまたは影響を評価すること
が不可能である旨のいずれかを開示する必要があります。
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内部統制環境に対するパンデミックの短期・長期の影響を評価する
勤務場所の最近の変化と今後予想される変化や、実存する拠点を再開するために現在策定中の計画は、財務報告
に係る内部統制や、サイバー脅威の状況、コンプライアンスや不正のリスクにさらされる度合いにどのように影響を及ぼ
しますか。

多くの企業にとって、何人の従業員がオフィスに戻るべきか、
職場への出社時間をずらすべきか、人々がどこで働くか、そ
して、誰とどのようにやりとりするかを今一度想像する必要
があります。ソーシャル・ディスタンス（対人距離）を確保す
るには、以前はお互いがすぐ近くで作業していたチームも、
より大きな面積に分散する必要があるかもしれません。す
なわち、より広いオフィススペースをリースしたり、勤務を交
代制にしたり、一部の人はオフィスに戻り、他の人は自宅や
サテライト・オフィスでテレワークするハイブリッドの配置を
手配する必要があります。多くの組織では、柔軟な思考や、
プロセスの改善、継続的なテクノロジーの強化、健康を守る
ためのルールなどで、健康と安全を追求しているようです。

監査委員会は、以下の質問を考慮する必要があります。

• 経営陣は弁護士に相談し、会社に適用されるプライバ
シーに関する法規制を遵守し、訴訟リスクを抑制するた
めに適切な調査を実施していることを確認していますか？	

• 内部統制に関して、重要な変更はありましたか。ロックダ
ウンの期間中やオフィス再開時に柔軟的に対応した業
務プロセスは、財務上の取引や報告に係る会社の主要
な内部統制の整備と運用の健全性になんらかの影響を
及ぼしましたか。人員の削減と整理や、ウイルス、配置替
えによって重要な人事異動が発生しましたか。もしそうな

ら、人事異動は主要な統制機能に影響を与えましたか？	
職務分掌の問題は生じますか。これらの変更やパンデ
ミックの影響は、開示するだけの重要性を及ぼしましたか。

• 勤務場所の最近の変化と今後予想される変化や、実存
する拠点を再開する計画は、会社のサイバー脅威の状
況や、コンプライアンスや不正リスクにさらされる度合い
にどのように影響しますか。IT統制や全般統制、変更
管理に対する統制は引き続き強力ですか。

監査委員会は、財務報告に係る強力な内部統制を擁護す
る取締役会内の提唱者です。上記は、組織や勤務場所に
重要な変化が発生した場合に、監査委員会のメンバーが
質問すべき分野の例示です。

状況に応じて、監査委員会は、経
営陣や外部監査人に 重要な会
計上の見積りとその財務諸表へ
の影響について質問する必要
があります。
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会計監査人が提起する「監査上の重要な事項（Critical Audit Matters）」の内容を考慮する
外部監査人が監査上の重要な事項（CAM）を報告した場合、委員会は、監査人や経営者とそれらの事項を評価しま
したか。
（訳者注：CAMは、国際監査基準を採用している国や地域のKAM〈Key Audit Matters〉に類似する概念です。日本では、監査報告書上へ
の「監査上の主要な検討事項（KAM）」の記載が2021年3月期から強制適用されます。）

2   「それはあなたが見ているものではありません：それはあなたが見ているものです：監査上の重要な事項でESGを明らかにする」PCAOB理事会メンバー、J.ロバートブラウンジュニアの2020年11月4
日のスピーチ。：https://pcaobus.org/news-events/speeches/speech-detail/it-s-not-what-you-look-at-that-matters-it-s-what-you-see-revealing-esg-in-critical-audit-matters.

（米国では）大規模早期提出企業（時価総額が7億ドル
以上の公開企業）の場合、外部監査人は監査報告書上で
「監査上の重要な事項（CAM）」を記述する必要がありま
す。この事項は重要な勘定または開示に関する事項で、特
に困難な、主観的、または複雑な監査人の判断を要した事
項を対象として、監査プロセスの過程で浮かびあがった重
要な問題の透明性を高めます。

監査上の重要な事項（CAM）特定された場合、監査委員会
はそれらの事項について会計監査人や経営陣と討議する
必要があります。対象となる問題を理解したら、監査委員
会は次に開示が明確であるかどうかを判断する必要があり
ます。経営陣と監査人が同意しない重要な判断上の問題
がある場合、または、経営陣が業績をより良く見せる会計基
準を適用している場合は、会社の会計や報告のプロセスを
合理化し改善できるかどうかを経営陣に対し監査委員会が
質問する機会を設けることが一案です。	

	 その他の事項：ESGの動向を注視する

私たちは通常、監査委員会の議題として、新しい会計基準
や関連する規制の通牒を含めます。本年は、特に該当す
る問題もなく、基準設定や規制の領域における新しい動向
も特に重要なものはありませんでした。しかし、市場原理が	
ESG（環境・社会・ガバナンス）に関する問題を一貫して
重視していることが注目に値します。たとえば、機関投資家
からの圧力の高まりや、より気候に優しい代替案に資本の
流れをシフトすることを超えて、米国の新大統領は環境問
題に一層注力すると約束し、二酸化炭素の除去プロセスで
残りの人為的な排出量を相殺することにより、より多くの国
が2050年までに正味ゼロのGHG（温室効果ガス）排出量
を達成することを約束しています。PCAOB（公開会社会
計監督委員会）のある理事会メンバーは「ESGCAM」2につ
いて公然と話し、ESG連動債券は持続可能性の優先事項
に対する発行体のコミットメントを促すために利用されてい
ます。これらやその他の動きにより、化石燃料やGHGを排
出するビジネスモデルに対する逆風が一層強まっています。
遅かれ早かれ、長期にわたる気候変動リスクは財務諸表に

重要な影響を及ぼすと予想され、いくつかのセクターでは
既に現実化しています。

以上のことから、ESG関連の影響に対してより多くのルール
が作成され基準が設定されかどうかではなく、果たしていつ
ルールや基準が出現するかが問題です。レギュレーション
S-K	（注：米国証券法に基づく規制であり、上場企業が使
用するさまざまなSEC提出書類の報告要件を定めている）
に対する最近のSECの修正は、はじめの一歩です。その
修正は2021年に発効し、あくまで開示義務は会社の事業
全体を理解する上で重要な場合に限られるものの、業務運
営に使用される人的資本の測定や目的の記述を求めてい
ます。その規則には、注目を要する人材の採用、育成、維持
に関連するいくつかの具体的な要件があります。現在の環
境を考慮して、企業はダイバーシティや、公平性、インクルー
ジョンなどの分野に取り組むことを志向するかもしれません。
監査委員会は、会社で起こっている動きに照らして、これら
の新しい開示を検討する必要があります。

https://pcaobus.org/news-events/speeches/speech-detail/it-s-not-what-you-look-at-that-matters-it-s-what-you-see-revealing-esg-in-critical-audit-matters
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	 委員会の有効性についての自己評価

定期的にパフォーマンスを自己評価するため、監査委員会
は、我々が公表した
Assessment	Questions	 for	 Audit	 Committees	 to	
Consider	 |	Protiviti	 -	UnitedStates（https://www.
protiviti.com/US-en/insights/bulletin-assessment-
questions-audit-committees）で例示した質問を検討して
みてはいかがでしょう。監査委員会の委員は、会社が直面
している現在の課題を考慮して、監査委員会の構成や、憲
章、議題の焦点を定期的に評価する必要があります。

上記の質問には、次のトピックが含まれています。

• 委員会の構成と実態
• 委員会の憲章と議題
• 内部統制と財務報告の監視
• 外部監査人の監督
• リスクの監視
• ビジネスの状況や背景
• 企業文化
• エグゼクティブセッション
• 財務部門の組織の監督
• 内部監査部門の監督
• 監査委員会の有効性
• メンバーのオリエンテーションと教育

	 要約

2020年は、監査委員会が財務報告プロセスを管理する主
要当事者を支援する機会をもたらしました。今後は、ビジネ
ス環境が経営陣に破壊的な状況に伴う課題を突き付ける
中、監査委員会による支援が決定的に重要な意味を持つよ
うになるかもしれません。

忘れることができない2020年の記憶をたどれば、取締役
会のメンバーは2021年の事象にはたぶん驚かないでしょう。
重要なことは、向こう12か月の予期せぬ事態に耐えるだけ
のレジリエンス力と俊敏性を関与する企業が有していること
を、確認することです。

https://www.protiviti.com/US-en/insights/bulletin-assessment-questions-audit-committees
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